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堀部和経と申します。

現在、大同大学の非常勤講師をしています。

また、個人的に堀部数学模型研究所代表を名乗っ
ています。

そして、このＵＲＬが、私のＷＥＢ－ＳＩＴＥです。

https://horibe.jp

さあこれから、スタートしましょう。



これは、１９９８年５月号のサイエンティフィック・アメリ
カンの英語版です。

この号は、左側に縦型のカバーがついていました。

【CLICK】

そこには、この問題解けますか？

そして、日本の幾何学と知恵比べと書かれていまし
た。
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【そのまま読む】

英語表記もそのまま書いておきます。
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【そのまま読む】

4



【そのまま読む】

【少し、間をとる】

この問題は、今日の主題ではないので、答えを
見せます。

【CLICK】

【数式を読む】

5
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サイエンティフィック・アメリカンに掲載されてい
た他の問題の図です。

とても、興味深い感じがしませんか。

では、私のウエブ・サイトを少し覗いて見ましょ
う。

【CLICK URL https://horibe.jp】
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とても綺麗な算額ですね。

近年復元された算額です。

名古屋にある熱田神宮の宝物館にあります。

【そのまま読む】

【CLICK】

この部分は、問題が書かれています。

【CLICK】

こちらの部分は、答えが書かれています。

そして、解法は何処にも書かれていません。
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この大型の算額も同じ熱田神宮にあります。

先ほどの算額と比べるとはるかに大きな算額
ですね。

そして、木目も色彩も文字も綺麗です。

8



熱田神宮宝物館で、実際に算額の前に立って
記念写真をとりました。

【そのまま読む】

右から、二人目はこの算額の復元尽力された
深川先生です。
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実際に持ち上げてみて感じた重さは、なかなか
のモノでした。

堀部氏と金氏で持って見ました。
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【そのまま読む】
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これが、実物の算額の典型的な状態です。

色は抜け落ち、木には割れが入っています。

左の方に「シュタイナー・チェーンの図」を確認
できます。

【そのまま読む】
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【そのまま読む】
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この算額は、色もまだまだ残っていて、とても綺
麗な状態の算額です。

【そのまま読む】

この絵は、数学塾の花見の図です。

現代なら、春の遠足というところでしょう。

桜の下で、皆が楽しく過ごしていますね。

男の人は酒を飲み、女性は食事を楽しみ、子
供たちは遊んでいます。

算額の左端には、３題の問題が書かれていま
すが、それほど難しい問題では無いようです。

【右の情報文をそのまま読む】
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当時の塾の様子が分かる算額です。

中央奥の人が、先生の様です。

右下は、そろばんを学んでいます。

左下は、算数を学んでいます。

奥では先生と一緒に、方程式の解法を学んで
います。
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16

今日紹介する問題です。

この図の様に、小球３０個と大球１個が出てくる
問題です。

【そのまま読む】



17

こうして回転させると、立体構造が見やすくなり
ませんか。



実際に作ってみた、プラスチック製と木製の模
型です。
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【そのまま読む】

19



【そのまま読む】
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【そのまま読む】

この問題は、ここから３ページに印刷されてい
ます。
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画像を編集し、綺麗に１枚に納めた図です。

漢文とカナが混じった文章で書かれています。

【少しだけ、そのまま読む】

【CLICK】

ここが問題が書かれています。

【CLICK】

ここは、答えです。

【CLICK】

最後の部分は、解法が詳細に書かれています
。

【ここも、少しだけ読む】
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【そのまま読む】

23



24

この木製の模型で考えてみましょう。

【CLICK】

図の様に、赤道面で切断した断面を考えてくだ
さい。



25

断面を考えると、このような図が思い浮かびま
すね。

【CLICK】

すると、正１０角形が見えますね。

【CLICK】

赤い３本の補助線を引きます。

【CLICK】

正５角形が見えましたか。

【CLICK】

【そのまま、数式を読む】



算法助術の公式は１００以上あるのに、３つ目の公式を使って解いています。

それは正５角形の対角線と辺の比が「黄金比」であるという公式です。

【CLICK】

現代の用語に変換します。

【CLICK】

正５角形を消します。

【CLICK】

３つの円と３つの辺を書き加えます。

分かりやすいように、上下２つ同じ図を描きます。

すると、辺は2rで、対角線はr+Rとなります。

【CLICK】

両辺２倍し、

【CLICK】

こうなると、１引くだけですね。

【CLICK】

ほら、求めたい値が得られました。

すごく簡単に問題が解けました。
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しかし、問題に出てくる２つの数値は、変ですよ
ね。

１寸は約３cmなので、dは９ｍを超えてしまいま
す。

実際に計算すると、

【CLICK】

どうですか、小球で約９ｍ、大球だと２０ｍ越で
す。

【そのまま読む】
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名古屋市にある科学館のプラネタリウムです。

【CLICK】

【そのまま読む】

【CLICK】

どうでしょう。この大きさの模型を計算していま
した。

【CLICK】

ここに、２人の人が立っています。

比べてください。

模型の巨大さが分かりますよね。
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【そのまま読む】と【CLICK】を繰り返す。
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【そのまま読む】と【CLICK】を繰り返す。
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先ほどの代入を繰り返すとこうなります。

【CLICK】

江戸時代のテクニックの零約術を使います。

・・・は、０に近いので、０としてしまいます。

【CLICK】

と、ここを０にすると・・・

【CLICK】

Xの値はこうなり、分数を計算し、682と305が得
られます。

こうして、大きな２つの数を得ることが出来まし
た。
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【そのまま読む】
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【そのまま読む】

33



【無音】
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さて、ここからが、本当の主題

「数学的ビーズ編み」がはじまります。

これから紹介するこの私の仕事は、数学と言っ
て良いのでしょうか。それもと、趣味というなの
でしょうか？

では、始めます。

35



36

右端の模型が、今考えていた３０個の球の問題
の模型です。

木球の個数を減らして模型を作れます。

簡単ですね。



37

個数を、３０個から、９０個、１２０個と増やしても
簡単でした。



38

続けると、２１０個、２７０個となります。



39

直線的な立体構造も作れます。

【CLICK】

簡単です。



40

３次元構造が作りたくなり、らせん形を作りまし
た。



41

途中で枝分かれしたモノを作りたくなりました。
Ｙの字形の構造も簡単でした。



42

次は、リング構造も考えました。

これは１９９５年の夏頃でした。



その後、いろいろなタイプのリング構造も作れ
るようになりました。
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小さなリングを作りたくなり、作ってみました。

私の指の太さに問題があるようで、・・・。

少し、難しかったです。
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45

綺麗なリングを作って見たくなり、紅珊瑚を使っ
てみました。

美しい輪が完成しました。



お互いに絡み合った、３色のリング構造も綺麗
にできあがりました。
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【そのまま読む】

47



48

【そのまま読む】



49

【そのまま読む】



50

【無音】



51

【そのまま読む】



52

【そのまま読む】



53

【無音】【CLICK】



【無音】【CLICK】
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【無音】
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56

【無音】



この写真は、壁紙用として作った写真です。

このプレゼンの最初のページの壁紙として使っ
ていました。
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58

謹賀新年ならぬ、謹賀新世紀と書いた２００１年用の
年賀状の写真です。

【CLICK】

私の２０００年の秋の頃の顔ですね。



59

【無音】



60

【無音】



61

【無音】



62

右ねじりと左ねじりの２種の（２，９）トーラス.



【無音】
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64

【そのまま読む】



65

編み方を説明するプリントです。

リンクをクリックするとPDFが開きます。



66

ここからは、編み方を説明しています。
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70



71



72



73



74

【URLの説明】



【そのまま読む】
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最初の方で紹介した複製算額の裏書きです。

深川英俊氏の名前が読めますね。
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同じく、大きな算額の裏書きです。
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